
プラットフォーム

今熊地区周辺エリア複合施設整備事業

89参加者番号
正 本



近景

遮蔽物の裏を認識しずらい 断⾯的にずれることで⽴⾯的に表れる

中景

遠景

さやまコモンズ

さやまコモンズ

本の丘

さやまの丘

⻄ウィング

東ウィング

豊かな⽂教環境
充実の⼦育て⽀援

余⽩・無⽬的

⾃然と近接する豊かな住環境
⼤阪市内へのアクセシビリティがよい

⻄ウィング

⻄ウィング

東ウィング

東ウィング

東ウィング

みんなの広場

遊び場バスロータリー

障がい者⽀援

⼦育て⽀援

図書館

市⺠利⽤

市⺠利⽤

エントランス広場

近景近景近景

近景近景近景

⽝の散歩でも⽝の散歩でも⽝の散歩でも

静かに本を
読む⼈も
静かに本を
読む⼈も
静かに本を
読む⼈も

将棋をする
おじいちゃんも
将棋をする

おじいちゃんも
将棋をする

おじいちゃんも

ベビーカーを
押してても
ベビーカーを
押してても
ベビーカーを
押してても

通学する
⼩学⽣も
通学する
⼩学⽣も
通学する
⼩学⽣も 放課後に遊ぶ

⼩学⽣も
放課後に遊ぶ
⼩学⽣も

放課後に遊ぶ
⼩学⽣も

試験勉強する
学⽣も

試験勉強する
学⽣も

試験勉強する
学⽣も

デートする
カップルも
デートする
カップルも
デートする
カップルも ピクニックする

ファミリーも
ピクニックする
ファミリーも
ピクニックする
ファミリーも

カフェでおしゃべり
する主婦も

カフェでおしゃべり
する主婦も

カフェでおしゃべり
する主婦も街道散策の

寄り道にも
街道散策の
寄り道にも
街道散策の
寄り道にも

バスでもバスでもバスでも⾞でも⾞でも⾞でも 徒歩でも徒歩でも徒歩でも ⾃転⾞でも⾃転⾞でも⾃転⾞でも

⽣活⽣活⽣活

⾃然⾃然⾃然

中景中景中景

中景中景中景

遠景遠景遠景

遠景遠景遠景

⽻曳野丘陵⽻曳野丘陵⽻曳野丘陵
泉北丘陵泉北丘陵泉北丘陵 閑静閑静閑静 繁華繁華繁華

閑静閑静閑静 図書館図書館図書館 カフェカフェカフェ

丁寧な
グラデーション
ゾーニング
丁寧な

グラデーション
ゾーニング
丁寧な

グラデーション
ゾーニング

『軽⾷やお茶が
できるところ』

『軽⾷やお茶が
できるところ』

『軽⾷やお茶が
できるところ』

『ファミリーで
交流できる』
『ファミリーで
交流できる』
『ファミリーで
交流できる』

『情報発信が
出来る場所』
『情報発信が
出来る場所』
『情報発信が
出来る場所』

趣味を通じて⾊んな
『⼈と出会える場所』
趣味を通じて⾊んな
『⼈と出会える場所』
趣味を通じて⾊んな
『⼈と出会える場所』

『友達が
ふえる場所』
『友達が
ふえる場所』
『友達が
ふえる場所』『新しいこと

ものに出会える』
『新しいこと
ものに出会える』
『新しいこと
ものに出会える』

『リラックスしながら
本を読めるスペース』
『リラックスしながら
本を読めるスペース』
『リラックスしながら
本を読めるスペース』

『探究活動ができる
スペースやイベント』
『探究活動ができる
スペースやイベント』
『探究活動ができる
スペースやイベント』

『こどもとお年寄りが
ふれあえる』

『こどもとお年寄りが
ふれあえる』

『こどもとお年寄りが
ふれあえる』

『誰でも使える
ワークスペース』
『誰でも使える
ワークスペース』
『誰でも使える
ワークスペース』

繁華繁華繁華

適度な距離・適切な吸⾳・遮⾳適度な距離・適切な吸⾳・遮⾳適度な距離・適切な吸⾳・遮⾳ 書架配架の⼯夫書架配架の⼯夫書架配架の⼯夫

憩いの
ブックカフェ
憩いの

ブックカフェ
憩いの

ブックカフェ

ドライ
エリア
ドライ
エリア
ドライ
エリア

外との関係を
⼤事にする
外との関係を
⼤事にする
外との関係を
⼤事にする

アクセスできない
外との関係

アクセスできない
外との関係

アクセスできない
外との関係

VIEWVIEWVIEW
ボリュームの分散ボリュームの分散ボリュームの分散

東に拡がる
マチのVIEW
東に拡がる
マチのVIEW
東に拡がる
マチのVIEW

さやまの丘さやまの丘さやまの丘

さやまの丘さやまの丘さやまの丘

さやまの丘さやまの丘さやまの丘

近景

近景

⽝の散歩でも

静かに本を
読む⼈も

将棋をする
おじいちゃんも

ベビーカーを
押してても

通学する
⼩学⽣も 放課後に遊ぶ

⼩学⽣も

試験勉強する
学⽣も

デートする
カップルも ピクニックする

ファミリーも
カフェでおしゃべり

する主婦も街道散策の
寄り道にも

バスでも⾞でも 徒歩でも ⾃転⾞でも

⽣活

⾃然

中景

中景

遠景

遠景

⽻曳野丘陵
泉北丘陵 閑静 繁華

閑静 図書館 カフェ

丁寧な
グラデーション
ゾーニング

『軽⾷やお茶が
できるところ』

『ファミリーで
交流できる』

『情報発信が
出来る場所』

趣味を通じて⾊んな
『⼈と出会える場所』

『友達が
ふえる場所』『新しいこと

ものに出会える』

『リラックスしながら
本を読めるスペース』

『探究活動ができる
スペースやイベント』

『こどもとお年寄りが
ふれあえる』

『誰でも使える
ワークスペース』

繁華

適度な距離・適切な吸⾳・遮⾳ 書架配架の⼯夫

憩いの
ブックカフェ

ドライ
エリア

外との関係を
⼤事にする

アクセスできない
外との関係

VIEW
ボリュームの分散

東に拡がる
マチのVIEW

さやまの丘

さやまの丘

さやまの丘

地形に寄り添うように建てる

緑と建築とアクティビティが立体的に重なる

アクティビティと街の様相がレイヤー状に重なる

建築のために土を留め、大きく造成するのではなく

緑と生活が立体的に重なる

誰でも来てもいい場所・誰でも来やすい場所魅力を高めるサードプレイスの充実 基本構想ワークショップでの市民意見抜粋『共用部でできること』

適度な距離感を丁寧に
設計することで共存することもあれば

組合わせで豊かな関係が
生まれることもある

多様な街の様相が重なる

設計担当者による
大阪狭山市フィールドワークメモ

『原風景・生活を感じる』

平面的に地形が貫入する

東の羽曳野丘陵と西の泉北丘陵に『挟まれた地』であることに由来される大阪狭山市は、緩やかに勾配を持った微地形によって
見下ろすと眺望が、見上げると立体的な街や緑の量感を感じることができる、多様で豊かな街です。

見上げの豊かさ
豊かな自然と生活が重なりあいながら、変
化のある立体的で多様な表情があります。
ヒューマンスケールで生活感のある街路は
穏やかで親密な景観を形成しています。

見下ろしの豊かさ
お椀型の微地形によって、多様な街の様相
を俯瞰できます。丘陵を超えてアプローチ
する時に見える緩やかに囲まれたこの景観
は大阪狭山市の原風景を感じさせます。

特徴的な微地形を活かし、ボリュームを
分散させ、地形に寄り添うように建物を
配置することで、敷地東側や西側の戸建
て住宅に配慮します。

緑と生活が近くにある大阪狭山市の特徴
的な景観を踏襲し、建物の間にも樹木を
配置し建物と外構の親密な関係を感じら
れる構成とします。

ひな壇状に配置することで東を望むと、本
敷地内で展開される近景のアクティビ
ティ、生活感を感じる中景、遠景に拡がる
羽曳野丘陵の山並みとが重なり合う、大阪
狭山市らしい景観をつくります。

ひな壇配置の間に生ま
れる丘状の地形（さや
まの丘）を内部まで連
続させることで、屋外
の豊かな重なりが内部
までシームレスに繋が
ります。

敷地周辺には犬の散歩をする
人や街道を散策する人がいま
す。まずは立ち寄りやすく、
様々な人や多様な活動を受け
止めるフトコロの深い施設を
目指します。

大阪市内へアクセスしやすい利便性と豊かな自然に恵まれた、
住みやすいまち大阪狭山市。周辺の市内外には高校･大学など、
豊かな文教環境にも恵まれ、子育て世代にも選ばれるマチ。既
に多くの施設があり、目的の決まった施設は充足している印象
があります。

そんな充実した貴市の魅力をさらに高める施設として、『用事がな
くても』、『散歩の寄り道に』、『何かのついでに』など、目的を持た
なくても過ごせるようなサードプレイスを提案します。

無目的だからこそ生まれ
るゆるっと繋がるコミュ
ニティで『予期せぬ出会
い』や『偶然のきっかけ』
や『日常のちょっとした
変化』などの、いつもと
少しだけ違う、やわらか
い交流が自然と生まれて
いきます。

みんなを受け止める深いフトコロ利便性と豊かな自然に恵まれた住みやすいマチ

目的が無くてもに過ごせるサードプレイス

ゆるやかなコミュニティで生まれるやわらかい交流

地形に寄り添う『ひな壇配置』

緑と生活が重なる//見上げの豊かさ

アクティビティとマチの重なり//見下ろしの豊かさ

中にも繋がるさやまの地形

世代ごとに移動手段も異
なります。誰もがアクセ
スしやすい細やかなアプ
ローチの設計で、訪れや
すい施設とします。

アクセシビリティへの配慮
各機能の距離感を丁寧に設計しま
す。離すことで安心できる環境を
つくったり、共有することで出会
いのきっかけをつくったり、場の
特性に合わせた計画とします。

様々なアクティビティの共存
専用室が必要な機能を精査し、共用
部で実現可能なアクティビティをふ
くらませます（右図参照）。共用部
の充実は多様なアクティビティが重
なる豊かな居場所となります。

細かなニーズにも応える共用部の充実

03//大阪狭山市の微地形による地勢の豊かさ//らしさの抽出

04//大阪狭山市の景観に連続する在り方//地形に寄り添う『ひな壇配置』

02//フトコロの深い器で市民の様々なニーズを受け止める01//大阪狭山市の魅力をさらに高めるサードプレイス

その場所のポテンシャルを
引き出すように掬う その場所を活かしながら

新しいものを重ねていく

プラットフォーム

大阪狭山市に既にあるポテンシャルを活かすように『生活』や『歴史』や『地勢』に耳を澄ませ
積み重なる地層がレイヤー状に重なるように、新たな活動や賑わいが重なる居場所をつくります
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セットバック

N

⻄ウィング

東ウィング

さやまコモンズ

本の丘

さやまの丘

みんなの広場

エントランス広場

アプリコット
ホーム

アプリコット
ホーム

アプリコット
ホーム

アプリコット
ホーム

アプリコット
ホーム

アプリコット
ホーム

住宅住宅住宅

東側住宅東側住宅東側住宅

⻄側住宅⻄側住宅⻄側住宅

屋上室外機置場屋上室外機置場屋上室外機置場

❷⾒下ろしに配慮した
 勾配屋根
❷⾒下ろしに配慮した
 勾配屋根
❷⾒下ろしに配慮した
 勾配屋根

❸セットバックで圧迫感低減
 ⾒合いに配慮した視線制御
❸セットバックで圧迫感低減
 ⾒合いに配慮した視線制御
❸セットバックで圧迫感低減
 ⾒合いに配慮した視線制御

❹近接する住宅に配慮して
 室外機の離隔確保
❹近接する住宅に配慮して
 室外機の離隔確保
❹近接する住宅に配慮して
 室外機の離隔確保

❶⾼さを抑えてビューを維持❶⾼さを抑えてビューを維持❶⾼さを抑えてビューを維持

あそび場あそび場あそび場

⾞
寄
せ
⾞
寄
せ
⾞
寄
せ

来客駐⾞場
68台

来客駐⾞場
68台

来客駐⾞場
68台

慰霊碑斎場慰霊碑斎場慰霊碑斎場

⻄⼩学校⻄⼩学校⻄⼩学校

狭
⼭
河
内
⻑
野
線

い
ち
ょ
う
通
り

狭
⼭
河
内
⻑
野
線

い
ち
ょ
う
通
り

狭
⼭
河
内
⻑
野
線

い
ち
ょ
う
通
り

来客駐⾞場
76台

来客駐⾞場
76台

来客駐⾞場
76台

保健センター保健センター保健センター

来客駐⾞場
21台

来客駐⾞場
21台

来客駐⾞場
21台

来客駐⾞場
52台

来客駐⾞場
52台

来客駐⾞場
52台

歩⾏者歩⾏者歩⾏者

⾞両⾞両⾞両

住宅住宅住宅

住宅住宅住宅

住宅住宅住宅

創作の庭創作の庭創作の庭

散策の道散策の道散策の道

駐輪場駐輪場駐輪場
散策の道散策の道散策の道

農園農園農園

関係者駐⾞場
4台

関係者駐⾞場
4台

関係者駐⾞場
4台 隣接公園隣接公園隣接公園

奥の池公園奥の池公園奥の池公園

坪庭坪庭坪庭

上今熊川向線
上今熊川向線
上今熊川向線⻄⾼野街道
⻄⾼野街道
⻄⾼野街道

岩室15号線岩室15号線岩室15号線

天野街道へ天野街道へ天野街道へ

住宅との⾒合いに
配慮して開⼝部を制御
住宅との⾒合いに
配慮して開⼝部を制御
住宅との⾒合いに
配慮して開⼝部を制御

既存緑陰の有効活⽤既存緑陰の有効活⽤既存緑陰の有効活⽤

通学や散策で
通り抜けできる
園路整備

通学や散策で
通り抜けできる
園路整備

通学や散策で
通り抜けできる
園路整備

⾒合いの無い南には
ビューを確保
⾒合いの無い南には
ビューを確保
⾒合いの無い南には
ビューを確保

緩衝緑地で
⾒合いを制御
緩衝緑地で
⾒合いを制御
緩衝緑地で
⾒合いを制御

⻄側住宅のビューを
疎外しない
低層ボリューム

⻄側住宅のビューを
疎外しない
低層ボリューム

⻄側住宅のビューを
疎外しない
低層ボリューム

⽴⾯的に広がる
緑の景観

⽴⾯的に広がる
緑の景観

⽴⾯的に広がる
緑の景観

プライバシーに
配慮した緩衝緑地
プライバシーに

配慮した緩衝緑地
プライバシーに

配慮した緩衝緑地

⾞いす駐⾞場から
⾬に濡れないアプローチ

⾞いす駐⾞場から
⾬に濡れないアプローチ

⾞いす駐⾞場から
⾬に濡れないアプローチ

建物に囲まれた
親密な庭
建物に囲まれた
親密な庭
建物に囲まれた
親密な庭

開放感のある芝⽣広場開放感のある芝⽣広場開放感のある芝⽣広場

屋内との⼀体利⽤のイベントを
想定した舗装の広場
屋内との⼀体利⽤のイベントを
想定した舗装の広場
屋内との⼀体利⽤のイベントを
想定した舗装の広場

メインエントランスメインエントランスメインエントランス

職員⼊⼝職員⼊⼝職員⼊⼝

サブ
エントランス❶
サブ
エントランス❶
サブ
エントランス❶

サブ
エントランス❸
サブ
エントランス❸
サブ
エントランス❸

サブ
エントランス❹

サブ
エントランス❹

サブ
エントランス❹

専⽤エントランス専⽤エントランス専⽤エントランス

サブエントランス❷サブエントランス❷サブエントランス❷ 職員⼊⼝職員⼊⼝職員⼊⼝

隣接する住宅に対して
緩衝緑地として

機能する既存緑地
(破線の丸は既存樹⽊

を⽰す)

隣接する住宅に対して
緩衝緑地として

機能する既存緑地
(破線の丸は既存樹⽊

を⽰す)

隣接する住宅に対して
緩衝緑地として

機能する既存緑地
(破線の丸は既存樹⽊

を⽰す)

⼩学⽣の通学路に
なることを想定
⼩学⽣の通学路に
なることを想定
⼩学⽣の通学路に
なることを想定

ベビーカーでも利⽤しやすい
緩やかな園路勾配

ベビーカーでも利⽤しやすい
緩やかな園路勾配

ベビーカーでも利⽤しやすい
緩やかな園路勾配

建物に近い
バスロータリー
建物に近い
バスロータリー
建物に近い
バスロータリー

回遊可能で使いやすい
駐⾞場計画
回遊可能で使いやすい
駐⾞場計画
回遊可能で使いやすい
駐⾞場計画

東向きに拡がる街並みを
⾒晴るかすビュー
東向きに拡がる街並みを
⾒晴るかすビュー
東向きに拡がる街並みを
⾒晴るかすビュー

アクセシビリティに
配慮した駐⾞場配置
アクセシビリティに
配慮した駐⾞場配置
アクセシビリティに
配慮した駐⾞場配置

敷地外とも連続する
景観・⼀体利⽤
敷地外とも連続する
景観・⼀体利⽤
敷地外とも連続する
景観・⼀体利⽤

⻄⾼野街道散策の
寄り道

⻄⾼野街道散策の
寄り道

⻄⾼野街道散策の
寄り道

軒と樹⽊によって⾼さを抑えられた
ヒューマンスケールの散策路

軒と樹⽊によって⾼さを抑えられた
ヒューマンスケールの散策路

軒と樹⽊によって⾼さを抑えられた
ヒューマンスケールの散策路

近い近い近い

来場者駐⾞場は
集約ゾーニング
来場者駐⾞場は
集約ゾーニング
来場者駐⾞場は
集約ゾーニング

休⽇診療、保健センター機能は
既存の保健センターを改修活⽤
休⽇診療、保健センター機能は
既存の保健センターを改修活⽤
休⽇診療、保健センター機能は
既存の保健センターを改修活⽤

保健保健保健

来場者駐⾞場と明快に分けた
図書館の搬出⼊専⽤の
バックヤード⾞両ゾーン

来場者駐⾞場と明快に分けた
図書館の搬出⼊専⽤の
バックヤード⾞両ゾーン

来場者駐⾞場と明快に分けた
図書館の搬出⼊専⽤の
バックヤード⾞両ゾーン

⻄⾼野街道からは
1.2階、それぞれの
レベルでアプローチ可能

⻄⾼野街道からは
1.2階、それぞれの
レベルでアプローチ可能

⻄⾼野街道からは
1.2階、それぞれの
レベルでアプローチ可能

駐⾞場駐⾞場駐⾞場

駐⾞場駐⾞場駐⾞場

広場広場広場

建屋建屋建屋

保健保健保健

駐
⾞
場
駐
⾞
場
駐
⾞
場

岩室14号線
岩室14号線
岩室14号線

岩室
15
号線

岩室
15
号線

岩室
15
号線

シルバー
⼈材センター
シルバー

⼈材センター
シルバー

⼈材センター

横断歩道横断歩道横断歩道

横断歩道横断歩道横断歩道

駐⾞場駐⾞場駐⾞場

駐⾞場駐⾞場駐⾞場

建屋建屋建屋

保健保健保健

駐⾞場駐⾞場駐⾞場

駐
⾞
場
駐
⾞
場
駐
⾞
場

駐⾞場駐⾞場駐⾞場

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

さやまの丘さやまの丘さやまの丘
建屋建屋建屋

さやまの丘さやまの丘さやまの丘

さやまの丘さやまの丘さやまの丘

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

駐⾞場駐⾞場駐⾞場

駐⾞場駐⾞場駐⾞場

いちょう通りいちょう通りいちょう通り

保健センター保健センター保健センター

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

さやまの丘さやまの丘さやまの丘

みんなの
広場

みんなの
広場

みんなの
広場

既存のコンクリート擁壁の
修景にもなる既存樹⽊
既存のコンクリート擁壁の
修景にもなる既存樹⽊
既存のコンクリート擁壁の
修景にもなる既存樹⽊

駐
⾞
場
駐
⾞
場
駐
⾞
場

広
場
広
場
広
場 道

路
道
路
道
路

(

⾞
両
速
度
が
早
い)

(

⾞
両
速
度
が
早
い)

(

⾞
両
速
度
が
早
い)

(

徐
⾏)

(

徐
⾏)

(

徐
⾏)

⾶び出し対策として
広場が直接道路に
⾯しない配置計画

⾶び出し対策として
広場が直接道路に
⾯しない配置計画

⾶び出し対策として
広場が直接道路に
⾯しない配置計画

アプリコット
ホーム

アプリコット
ホーム

住宅

東側住宅

⻄側住宅

屋上室外機置場

❷⾒下ろしに配慮した
 勾配屋根

❸セットバックで圧迫感低減
 ⾒合いに配慮した視線制御

❹近接する住宅に配慮して
 室外機の離隔確保

❶⾼さを抑えてビューを維持

あそび場

⾞
寄
せ

来客駐⾞場
68台

慰霊碑斎場

⻄⼩学校

狭
⼭
河
内
⻑
野
線

い
ち
ょ
う
通
り

来客駐⾞場
76台

保健センター

来客駐⾞場
21台

来客駐⾞場
52台

歩⾏者

⾞両

住宅

住宅

住宅

創作の庭

散策の道

駐輪場
散策の道

農園

関係者駐⾞場
4台 隣接公園

奥の池公園

坪庭

上今熊川向線⻄⾼野街道

岩室15号線

天野街道へ

住宅との⾒合いに
配慮して開⼝部を制御

既存緑陰の有効活⽤

通学や散策で
通り抜けできる
園路整備

⾒合いの無い南には
ビューを確保

緩衝緑地で
⾒合いを制御

⻄側住宅のビューを
疎外しない
低層ボリューム

⽴⾯的に広がる
緑の景観

プライバシーに
配慮した緩衝緑地

⾞いす駐⾞場から
⾬に濡れないアプローチ

建物に囲まれた
親密な庭

開放感のある芝⽣広場

屋内との⼀体利⽤のイベントを
想定した舗装の広場

メインエントランス

職員⼊⼝

サブ
エントランス❶

サブ
エントランス❸

サブ
エントランス❹

専⽤エントランス

サブエントランス❷ 職員⼊⼝

隣接する住宅に対して
緩衝緑地として

機能する既存緑地
(破線の丸は既存樹⽊

を⽰す)

⼩学⽣の通学路に
なることを想定

ベビーカーでも利⽤しやすい
緩やかな園路勾配

建物に近い
バスロータリー

回遊可能で使いやすい
駐⾞場計画

東向きに拡がる街並みを
⾒晴るかすビュー

アクセシビリティに
配慮した駐⾞場配置

敷地外とも連続する
景観・⼀体利⽤

⻄⾼野街道散策の
寄り道

軒と樹⽊によって⾼さを抑えられた
ヒューマンスケールの散策路

近い

来場者駐⾞場は
集約ゾーニング

休⽇診療、保健センター機能は
既存の保健センターを改修活⽤

保健

来場者駐⾞場と明快に分けた
図書館の搬出⼊専⽤の
バックヤード⾞両ゾーン

⻄⾼野街道からは
1.2階、それぞれの
レベルでアプローチ可能

駐⾞場

駐⾞場

広場

建屋

保健

駐
⾞
場

岩室14号線

岩室
15
号線

シルバー
⼈材センター

横断歩道

横断歩道

駐⾞場

駐⾞場

建屋

保健

駐⾞場

駐
⾞
場

駐⾞場

みんなの広場

さやまの丘
建屋

さやまの丘

さやまの丘

みんなの広場

駐⾞場

駐⾞場

いちょう通り

保健センター

みんなの広場

みんなの広場

さやまの丘

みんなの
広場

既存のコンクリート擁壁の
修景にもなる既存樹⽊

駐
⾞
場

広
場 道

路

(

⾞
両
速
度
が
早
い)

(

徐
⾏)

⾶び出し対策として
広場が直接道路に
⾯しない配置計画

ヒューマンスケールの生活道ヒューマンスケールの生活道

羽曳野丘陵まで見晴るかすビュー羽曳野丘陵まで見晴るかすビュー

地形によって生まれる立体的な緑量地形によって生まれる立体的な緑量

生活と密着する敷地内通路生活と密着する敷地内通路

現況調査 既存の緑・ヒューマンスケールを踏襲する

地形を活かしてアクティビティが重なる周辺住宅に配慮した断面設計

明快で分かりやすい施設ゾーニング

便利な多方面からのアプローチ

回遊できる駐車場計画
歩行者のアクセスルートの明確化

大阪狭山市の魅力が現れる断片

開放的な広場と親密的な中庭が
グラデーショナルに連続する

計画地は泉北丘陵の北側突端、東側傾斜地形の中腹に立
地しています。既存の各施設のスケールは小さく、その
合間には緑量豊かな植栽が展開され、生活道としても使
われている敷地内通路がいくつかあります。
地形に沿って寄り添うように佇む建物群や通路は、大阪狭
山市らしいヒューマンスケールと立体的な緑、多様な変化、
日常と地続きにある居場所であることが感じられます。
地形に対して素直に建てることで生まれる、多様さを内
包した既存施設の佇まいの継承が望ましいと考えます。

道路を跨ぐ敷地に対して、駐車場ゾーニン
グを集約させます。
建屋を南にコンパクトにまとめることでみ
んなで集まれるまとまった広場（みんなの
広場）を確保します。
イベントで使える「みんなの広場」と日常
に使えるヒューマンスケールの広場をグラ
デーショナルに連続させます。

既存施設の敷地内通路を踏襲
し、様々な方向からアプロー
チ可能な計画とします。
最短アプローチによる利便性
向上に加えて、寄り道をする
ように気軽に通り抜けられる
道を設けて、出会いのきっか
けを生みだします。

計画敷地は、ニュータウン開発によって整理された『整えられた街並み』
と『豊かな自然』が重なる境界域にあります。
敷地周辺を散策すると、その境界域には『整備された区画』と『自然の
無造作』がぶつかるところで、いきなり曲がったり、見通せなかったり、
回り込んだり、アルコーブ状だったり、と多様な変化が生まれています。
この場所の特徴を取り入れた多様な居場所をつくり、市民のみんなのサー
ドプレイスとなることを目指します。

交通量の多いいちょう通りに対して、回遊
性のある駐車場計画とすることで、入場待
機による道路での渋滞を抑制します。
歩車交錯を回避する歩行者アクセス
ルートを計画します。

❶西側の住宅に対して、東に拡がるビューを維持します。
❷見下ろしに配慮して高さを抑えた勾配屋根とします。
❸敷地境界から建物をセットバックし、圧迫感低減を図るとと
もに、見合いに配慮して開口部を制御し、緩衝緑地を設けます。
❹施設の設備騒音に配慮して建物中央部に近接住宅から
十分な離隔を確保した室外機置場を設けます。
❸❹によって、外周にも園路を設けることが可能となり、
敷地全体が市民の憩いの場となる裏のない計画とします。

緩やかな傾斜をもった敷地の特性を活かす
ことで、この場所で展開される様々なアク
ティビティがひな段状に重なっていきます。
建築もアクティビティも、豊かな緑陰の中
に見え隠れしながら、地形に寄り添い、穏
やかに佇むような表情となります。

01//ヒューマンスケールと立体的な緑　生活感を敷地内に感じる 02//機能的なゾーニングと既存の緑・ヒューマンスケールの継承

05//あらゆる方向からのアプローチ

06//渋滞抑制と歩車分離

03//周辺住宅に配慮した断面設計 04//アクティビティの重なりがランドマークとなるデザイン

既存施設の敷地内通路を踏襲
し、様々な方向からアプロー
チ可能な計画とします。

計画敷地は、ニュータウン開発によって整理された『『整えられた街並み』
と『豊かな自然』が重なる境界域にあります。
敷地周辺を散策すると その境界域には『整備されたた区画 と『自然

05//あらゆる方向からのアプローチ⾃然と⽣活が近接する⾥⼭の豊かさを活かした、みんなの居場所を提案します  2/4 3
　89

通し番号
参加者番号

様式 6-2
全体計画に関する提案書



相談 相談

EV

和室

調理ｽﾀｼﾞｵ

事務

事務

職員休憩

更衣

多目的A

多目的C-1

音楽ｽﾀｼﾞｵC

会議B スタディ

陶芸

創作

管理

エントランス
ホール

多目的B-3

活動1

活動2-3

静養

ろ
過

受付

プレイ
ルーム

託児

音楽ｽﾀｼﾞｵA

音楽ｽﾀｼﾞｵB

会議
A-2

倉庫

閉架
事務

受付

会議
A-1

風除

配管
ピット

多目的
B-1

多目的
B-2

多目的C-2

会議C

子供WC

おはなし

活動2-2

活動2-1

授乳

(展示ｺｰﾅｰ)

消火
倉庫

EV

浴室(男)浴室(女)

4台

受水槽
置場

坪庭

創
作
の
庭

倉庫

駐輪場
農園

関係者駐車場
4台

関係者駐車場

景石の庭 景石の庭

農園

共⽤部/さやまコモンズ

多⽬的

共⽤部/さやまコモンズ

多⽬的共⽤部/さやまコモンズ

共⽤部会議 会議

N N

さやまコモンズ

障がい者⽀援

⼦育て⽀援

図書館

カフェ

市⺠利⽤

市⺠利⽤

さやまコモンズ

さやまコモンズ

駐⾞場

階段+スロープ

階段+EV

スロ
ープ

ス
ロー

プ

階段

駐輪場
東ウ
ィン
グ

⻄ウィング

地形の貫⼊

広場に開く⾓度
東ウ
ィン
グ ⻄ウィング

⻄ウィング

⻄ウィング

⻄ウィング

東ウィング

東ウィング

東ウィング

東ウィング

図書館+パブリック

貸室

⼤きな
空間

貸室 貸室

貸室

障がい者
⽀援

広場

保健
休⽇診療

市⺠利⽤

⼦育て

本の丘 本の丘

さやまの丘

さやまの丘

エントランス広場

エントランス広場

さやまコモンズ

さやまコモンズ

エントランスホールエントランスホールエントランスホール

さやまコモンズさやまコモンズさやまコモンズ

本の丘本の丘本の丘

キッチンスタジオキッチンスタジオキッチンスタジオ

図書館図書館図書館

プレイルームプレイルームプレイルーム

⺠間提案⺠間提案⺠間提案

相談室相談室相談室相談室相談室相談室
さやまの丘さやまの丘さやまの丘

散策の道散策の道散策の道

散策の道散策の道散策の道

1Fレベル1Fレベル1Fレベル

メインエントランスメインエントランスメインエントランス

園路勾配を5％以下に
抑えてベビーカーでも
散策しやすいアプローチ

園路勾配を5％以下に
抑えてベビーカーでも
散策しやすいアプローチ

園路勾配を5％以下に
抑えてベビーカーでも
散策しやすいアプローチ

1.2F両レベルに
アプローチ可能
1.2F両レベルに
アプローチ可能
1.2F両レベルに
アプローチ可能⻄⾼野

街道
⻄⾼野

街道
⻄⾼野

街道

2Fレベル2Fレベル2Fレベル

廊下廊下廊下

❶プライバシー・低刺激性・静⾳環境に
 配慮したゾーニング
❶プライバシー・低刺激性・静⾳環境に
 配慮したゾーニング
❶プライバシー・低刺激性・静⾳環境に
 配慮したゾーニング

❹各機能を繋ぎとめる❹各機能を繋ぎとめる❹各機能を繋ぎとめる

❷アクセシビリティ
 に配慮
❷アクセシビリティ
 に配慮
❷アクセシビリティ
 に配慮

移動間仕切りを
開放することで
⼤きな空間も
実現可能

移動間仕切りを
開放することで
⼤きな空間も
実現可能

移動間仕切りを
開放することで
⼤きな空間も
実現可能

移動以外に
使えない
狭い廊下

移動以外に
使えない
狭い廊下

移動以外に
使えない
狭い廊下

⼤⼤⼤

⼤⼤⼤

⼤⼤⼤

中中中

⼩⼩⼩ 中中中

中中中⼩⼩⼩

既存保健センター
の利活⽤
既存保健センター
の利活⽤
既存保健センター
の利活⽤

屋外との
繋がり
屋外との
繋がり
屋外との
繋がり

共⽤部と
繋がる
共⽤部と
繋がる
共⽤部と
繋がる

❸ほぐすように分散配置❸ほぐすように分散配置❸ほぐすように分散配置

⼩⼈数で使える
アルコーブ

⼩⼈数で使える
アルコーブ

⼩⼈数で使える
アルコーブ

分散配置で使いやすい
バギー置場
分散配置で使いやすい
バギー置場
分散配置で使いやすい
バギー置場

住宅との⾒合いに
配慮した緩衝緑地
住宅との⾒合いに
配慮した緩衝緑地
住宅との⾒合いに
配慮した緩衝緑地

プライバシー、静⾳環境
に配慮して奥まった配置
専⽤アプローチも設ける

プライバシー、静⾳環境
に配慮して奥まった配置
専⽤アプローチも設ける

プライバシー、静⾳環境
に配慮して奥まった配置
専⽤アプローチも設ける

⼗分な距離を確保
適切な吸⾳設計

『賑わい』と『静か』を共存

⼗分な距離を確保
適切な吸⾳設計

『賑わい』と『静か』を共存

⼗分な距離を確保
適切な吸⾳設計

『賑わい』と『静か』を共存

施設中央に配置しみんなに
⾒守られるプレイルーム
駐⾞場から緩やかなスロープで
直接アプローチしやすい配置

施設中央に配置しみんなに
⾒守られるプレイルーム
駐⾞場から緩やかなスロープで
直接アプローチしやすい配置

施設中央に配置しみんなに
⾒守られるプレイルーム
駐⾞場から緩やかなスロープで
直接アプローチしやすい配置

屋外も使いながら様々な
イベントが可能
屋外も使いながら様々な
イベントが可能
屋外も使いながら様々な
イベントが可能

⾷事も提供する
カフェのご提案
⾷事も提供する
カフェのご提案
⾷事も提供する
カフェのご提案

ベビーカーでも利⽤しやすい
緩やかな園路勾配で
駐⾞場からアプローチ

ベビーカーでも利⽤しやすい
緩やかな園路勾配で
駐⾞場からアプローチ

ベビーカーでも利⽤しやすい
緩やかな園路勾配で
駐⾞場からアプローチ

階段で最短アプローチ階段で最短アプローチ階段で最短アプローチ

散策しながらスロープで
アプローチ
散策しながらスロープで
アプローチ
散策しながらスロープで
アプローチ

既存の植栽を活かす既存の植栽を活かす既存の植栽を活かす

多⽬的B-3多⽬的B-3多⽬的B-3
プレイルームプレイルームプレイルーム

和室和室和室

本の丘本の丘本の丘

図書館図書館図書館

さやまの丘さやまの丘さやまの丘

さやまの丘さやまの丘さやまの丘

住宅住宅住宅 住宅住宅住宅

住宅住宅住宅

バ
ギ
ー

バ
ギ
ー

バ
ギ
ー

バギーバギーバギー

バギーバギーバギー

散策の道散策の道散策の道 散策の道散策の道散策の道

散策の道散策の道散策の道

隣接公園隣接公園隣接公園 隣接公園隣接公園隣接公園
上今熊川向線
上今熊川向線
上今熊川向線⻄⾼野街道
⻄⾼野街道
⻄⾼野街道 上今熊川向線

上今熊川向線
上今熊川向線⻄⾼野街道
⻄⾼野街道
⻄⾼野街道

⾞いす駐⾞場から
⾬に濡れないアプローチ

⾞いす駐⾞場から
⾬に濡れないアプローチ

⾞いす駐⾞場から
⾬に濡れないアプローチ

建物に囲まれた
親密な庭
建物に囲まれた
親密な庭
建物に囲まれた
親密な庭

屋内との⼀体利⽤のイベントを
想定した舗装の広場
屋内との⼀体利⽤のイベントを
想定した舗装の広場
屋内との⼀体利⽤のイベントを
想定した舗装の広場

メイン
エントランス
メイン
エントランス
メイン
エントランス

サブ
エントランス❶
サブ
エントランス❶
サブ
エントランス❶

サブ
エントランス❸
サブ
エントランス❸
サブ
エントランス❸

サブ
エントランス❹

サブ
エントランス❹

サブ
エントランス❹

専⽤
エントランス

専⽤
エントランス

専⽤
エントランス

サブエントランス❷サブエントランス❷サブエントランス❷

職員⼊⼝職員⼊⼝職員⼊⼝
⺠間提案⺠間提案⺠間提案

便所便所便所

便所便所便所

授乳授乳授乳

職員⼊⼝職員⼊⼝職員⼊⼝

広場利⽤者の
便所利⽤を想定
広場利⽤者の
便所利⽤を想定
広場利⽤者の
便所利⽤を想定

⼩学⽣の通学路に
なることを想定
⼩学⽣の通学路に
なることを想定
⼩学⽣の通学路に
なることを想定

敷地外とも連続する
景観・⼀体利⽤
敷地外とも連続する
景観・⼀体利⽤
敷地外とも連続する
景観・⼀体利⽤散策の寄り道散策の寄り道散策の寄り道

⻄⾼野街道からからアプローチ⻄⾼野街道からからアプローチ⻄⾼野街道からからアプローチ

⻄⾼野街道からサブエントランス❹に
アプローチ
⻄⾼野街道からサブエントランス❹に
アプローチ
⻄⾼野街道からサブエントランス❹に
アプローチ

軒と樹⽊によって⾼さを抑えられた
ヒューマンスケールの散策路
軒と樹⽊によって⾼さを抑えられた
ヒューマンスケールの散策路
軒と樹⽊によって⾼さを抑えられた
ヒューマンスケールの散策路

PUBLICPUBLICPUBLIC

PRIVATEPRIVATEPRIVATE

賑やかゾーン賑やかゾーン賑やかゾーン

静かゾーン静かゾーン静かゾーン

東向きに拡がる街並みを
⾒晴るかすビュー
東向きに拡がる街並みを
⾒晴るかすビュー
東向きに拡がる街並みを
⾒晴るかすビュー

狭
⼭
河
内
⻑
野
線

い
ち
ょ
う
通
り

狭
⼭
河
内
⻑
野
線

い
ち
ょ
う
通
り

狭
⼭
河
内
⻑
野
線

い
ち
ょ
う
通
り

バギーバギーバギー

エントランスホール

さやまコモンズ

本の丘

キッチンスタジオ

図書館

プレイルーム

⺠間提案

相談室相談室
さやまの丘

散策の道

散策の道

1Fレベル

メインエントランス

園路勾配を5％以下に
抑えてベビーカーでも
散策しやすいアプローチ

1.2F両レベルに
アプローチ可能⻄⾼野

街道

2Fレベル

廊下

❶プライバシー・低刺激性・静⾳環境に
 配慮したゾーニング

❹各機能を繋ぎとめる

❷アクセシビリティ
 に配慮

移動間仕切りを
開放することで
⼤きな空間も
実現可能

移動以外に
使えない
狭い廊下

⼤

⼤

⼤

中

⼩ 中

中⼩

既存保健センター
の利活⽤

屋外との
繋がり

共⽤部と
繋がる

❸ほぐすように分散配置

⼩⼈数で使える
アルコーブ

分散配置で使いやすい
バギー置場

住宅との⾒合いに
配慮した緩衝緑地

プライバシー、静⾳環境
に配慮して奥まった配置
専⽤アプローチも設ける

⼗分な距離を確保
適切な吸⾳設計

『賑わい』と『静か』を共存

施設中央に配置しみんなに
⾒守られるプレイルーム
駐⾞場から緩やかなスロープで
直接アプローチしやすい配置

屋外も使いながら様々な
イベントが可能

⾷事も提供する
カフェのご提案

ベビーカーでも利⽤しやすい
緩やかな園路勾配で
駐⾞場からアプローチ

階段で最短アプローチ

散策しながらスロープで
アプローチ

既存の植栽を活かす

多⽬的B-3
プレイルーム

和室

本の丘

図書館

さやまの丘

さやまの丘

住宅 住宅

住宅

バ
ギ
ー

バギー

バギー

散策の道 散策の道

散策の道

隣接公園 隣接公園
上今熊川向線⻄⾼野街道 上今熊川向線⻄⾼野街道

⾞いす駐⾞場から
⾬に濡れないアプローチ

建物に囲まれた
親密な庭

屋内との⼀体利⽤のイベントを
想定した舗装の広場

メイン
エントランス

サブ
エントランス❶

サブ
エントランス❸

サブ
エントランス❹

専⽤
エントランス

サブエントランス❷

職員⼊⼝
⺠間提案

便所

便所

授乳

職員⼊⼝

広場利⽤者の
便所利⽤を想定

⼩学⽣の通学路に
なることを想定

敷地外とも連続する
景観・⼀体利⽤散策の寄り道

⻄⾼野街道からからアプローチ

⻄⾼野街道からサブエントランス❹に
アプローチ

軒と樹⽊によって⾼さを抑えられた
ヒューマンスケールの散策路

PUBLIC

PRIVATE

賑やかゾーン

静かゾーン

東向きに拡がる街並みを
⾒晴るかすビュー

狭
⼭
河
内
⻑
野
線

い
ち
ょ
う
通
り

バギー

図書館+パブリックが全体を繋ぎとめる

貸室のように機能する共用部 貸室の拡張として機能する共用部

様々な選択肢のあるアプローチ計画

進行方向以外の勾配も丁寧に設計

内外が連続することで敷居を下げる 象徴としての大きな空間よりも 日常のための小さな居場所

1F平面イメージ2F平面イメージ

共用部の拡張として振舞う貸室

囲まれた場所で過ごす

会議会議
多目的多目的

多目的多目的

共用部共用部 共用部共用部 共用部共用部

共用部の一部と見立てて広く使う 多目的の活動が共用部まで拡がる

透明感のあるファサードとし､建物を広場に対して開きながら､地形
をそのまま内部まで連続させることで､より開かれた施設とします。
屋内外のシームレスなつなが
りによって、屋外の人々を自
然に屋内に誘います。
屋内に展開される地形と連続
するスキップフロア（本の丘）
で活動を滑らかにつなぎ、上
階へ、奥へと行ってみたくな
る空間構成とします。

多様な機能が複合するに当たり、
❶障がい者支援のプライバシー･
低刺激性・静音環境への配慮や
❷ベビーカーを押す保護者のアク
セシビリティの観点で配慮が必要
な子育て支援など、機能的なゾー
ニングを丁寧に設計します。
❸分散配置が可能な市民利用諸室を
ほぐすように分散配置させながら、
❹図書館や共用部からなる『さ
やまコモンズ』をゆるやかに展
開させることで各機能同士を繋
ぎとめます。

限られた面積の中で全てを使い切るには、施設全体として稼働率をあげることが重要
です。共用部（さやまコモンズ）を貸室のように見立てたり、貸室に予約がない時に
は共用部の拡張として開いたり、施設をフル活用する提案とします。

『段差解消用の別ルート』といったバリアフリーの枠組みを超えて、上下階をつなぐ様々
な経路を用意することで、誰もが自分のペースで様々に楽しめ、心地よく､充実した時間
を過ごせる空間を実現します。
多様な出会いがあり、様々な体験が交わり、意識せずとも自然に交流が広がる広場を目
指して、『DE & I』の理念を実現します。

車いすの通行は水勾配や歩道切下げ部な
ど、進行方向以外の勾配でもバリアにつな
がります。透水性舗装による緩勾配化など、
各所で丁寧で緻密な検討と対話を重ね、最
適解となる園路計画を実現します。

大きな平場はイベント時には活
用しやすい一方で、日常使いの
時にはスケールの小さな空間
や、腰掛けられる段差などの拠
り所が欲しくなります。
小人数でも集まりやすい小さな
居場所を点在させ、市民が落ち
着ける拠り所をつくり、日常的
な市民ニーズに応えます。
イベント時には移動間仕切りを
開放することで大きな空間にも
対応します。

※DE & I（ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン）：多様性とアイデンティティを尊重し、かつ、公平な活躍の機会を与えられている状態

01//内外がシームレスにつながることで敷居が低くなる

02//機能的なゾーニングとつながりの両立 04//居場所をタイムシェアすることで余すことなく使う 01//『行ける』だけではないことで感じられる『D E & I 』

02//解消可能なバリアは徹底して無くします

03//市民の日常の居場所のための施設づくり

みんなに選択肢があるオール･インクルーシブ

多様なアクティビティの重なるみんなのサードプレイス

3/4 4
　89

通し番号
参加者番号

様式 6-2
全体計画に関する提案書
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